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「ちょうど同じくらいやね～」と15キロの

妊婦体験ベストを装着して命の尊さを実感。

【パパママ教室】で、赤ちゃんのお出迎えも万全に♪

防災・減災、国土強靭化
対策の拡充を求め

　　　　　　　　　国に
意見書を提出！防災・減災、国土強靭化
対策の拡充を求め

　　　　　　　　　国に
意見書を提出！



内閣府による基準の一部改正を受け、小規模保育
事業所と事業所内保育所における満３歳以上の児
童に係る保育士の配置基準をおおむね２０人につき
１人から、おおむね１５人につき１人に改正するもの。

　３歳児………20人につき１人→15人につき１人
　４歳児以上…30人につき１人→25人につき１人

　　対応する保育士の人数は増えるということか。
　　配置人数は当然増えることになります。
　　なお、小規模保育所のため当町には該当施設
　　はありません。

異常な自然現象により重大な災害が発生した箇所
で応急作業等に従事した職員及び、国等からの要
請により派遣され応急対策等の業務に従事した職
員に特殊勤務手当として、従事した日１日につき
１,０８０円を超えない範囲内で支給するもの。

　　応急対策等の業務とはどのような内容か。
　　令和６年能登半島地震における避難所運営
　　等の現場業務は、国の災害応急等手当の対象
　　業務に該当するとされました。このため今回
　　の能登半島地震における被災地業務などの
　　大規模災害が発生した現場において行う業務
　　が対象業務に該当します。

　　一日１,０８０円という金額は国からの指示な
　　のか、町独自で算出されたのか。
　　国が定めている基準金額と同額です。

国における防災・減災、国土強靱化対策をより一
層推進するために、国土強靱化実施中期計画を令
和６年内に策定すること、また策定にあたっては
対象事業を拡大するとともに耐震化の更なる強化
等を行うことなどを盛り込んだ要望を議員の発議
により提出され、全会一致で可決し国の関係機関
へ要望書を送りました。

朝日町家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例案

朝日町職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部を改正する条例案

防災・減災、国土強靭化対策の拡充
を求める意見書

全員賛成で

可決
全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

　令和６年第２回定例会は、６月３日に開会し、人事案件、条例改正、補正予算、意見書が上程され６月13日に
閉会しました。

６月定例会より６月定例会より６月定例会より
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全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

マイナンバーカードと保険証の一体化に伴うシステム改修を行う為、増額補正する。

予算総額　7億 1,084 万２千円に

令和６年朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

３,２５４万円

1,039 万５千円
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社会保障・税番号制度システム整備費に1,０３９万
５千円が計上されているが、改めて制度について
伺いたい。
マイナンバーカードと保険証を紐づけることによ
り診療データ等が番号と紐づき、よりよい医療に
つながります。１２月２日から国民健康保険証の新
規発行は行いません。マイナンバーカードを持た
れていない方は保険証と紐づけされていないた
め病院受診の際は、資格確認証を持っていただく
ことになります。

マイナンバーカードと保険証との紐づけはど
の程度進んでいますか。
国民健康保険加入者の５９.４１パーセント、６８２
人が紐づけされています。

国の施策ではあるが、マイナンバーカードを持
たれていない町民にも手を差し伸べていただ
く対応をお願いしたい。
国の制度のため逸脱した運用ができないこと
をご理解願いたい。

予算総額　46億 1,042 万２千円に

議案41

議案42

令和６年朝日町一般会計補正予算（第１号）

６,0４２万２千円 追 加追 加追 加

追 加追 加追 加

高齢者新型コロナワクチン予防接種事業

１,３３４万円
児童手当の制度改正に
対応したシステムへ改修する。

　
【制度改正内容】
　・所得制限の撤廃
　・支給対象児童の高校生年代まで延長
　・第３子以降の支給額の増加、
　　第３子以降へのカウント方法の変更
　・支給が年３回から年６回（偶数月）への変更

（財源内訳）
　　国より　　　　　　　　　　148万円

児童手当システム拡充対応事業

１４８万円 増 額

増 額

増 額

政府与党政策懇談会における総理指示。
デフレ完全脱却のための総合経済対策を踏まえ、
低所得者支援及び定額減税を補足する給付とし
て当初予算に計上したが、対象者が見込みより
200人増加した。それに伴い、定額減税を補足す
る給付（調整給付）、事務効率化のため公金受取
口座情報取得に対応するシステム改修委託料を
増額した。

（財源内訳）
　　国より　　　　　　　　　3,220万円
    　町より　　　　　　　　　　 34万円

予防接種法改正により、高齢者新型コロナワクチン
予防接種を実施する。令和５年度秋接種と同程度の
接種率５０％を見込む。

　【対象者】
　①接種日に満６５歳以上の者
　②接種日に満６０歳以上満６５歳未満で、心臓・
　　腎臓・もしくは呼吸器の機能の障害又はヒト免
　　疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害を有
　　し、身体障害者手帳１級に該当する者又は同程
　　度と医師が判断した者

（財源内訳）
　　コロナワクチン助成金より　　839万円
　　町より　　　　　　　　　　  495 万円

　　予防接種委託料の１,３３０万８千円の増額補正
　　は、接種率５０パーセントを鑑みた予算である
　　が、以前の接種率の推移は。
　　６５歳以上の接種率は次のとおりです。

物価高騰対応重点支援給付金事業
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水谷　正秀 議員
みずたに　　まさひで

空家対策の現状と今後の取組について　

議
員　

空
家
の
現
状
に
つ

い
て
最
新
の
空
家
件
数
と

空
家
率
は
。

町
長　

２
０
２
４
年
３
月

31
日
時
点
で
、
町
全
体
で

１
３
１
件
、
3.0
％
と
な
り

ま
す
。

議
員　

昨
年
３
月
に
空
家

バ
ン
ク
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
制
度
の
課
題
と

今
後
の
展
開
は
。

町
長　

現
時
点
で
は
空
家

バ
ン
ク
登
録
の
ニ
ー
ズ
が

少
な
い
た
め
、
引
き
続
き

民
間
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い

物
件
が
生
じ
た
場
合
に
、

所
有
者
が
制
度
を
知
ら
な

い
と
い
う
事
が
無
い
よ
う

情
報
発
信
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

答　現段階で導入は考えていません

空家の管理について公的な管理サービスの
　　　　　　　　　　　　　導入を検討しませんか
空家の管理について公的な管理サービスの
　　　　　　　　　　　　　導入を検討しませんか

議
員　

相
続
登
記
の
義
務

化
が
空
家
対
策
に
及
ぼ
す

影
響
は
。　

町
長　

所
有
者
を
明
確
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
家

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
意
識
に
つ
な
が
り
、

新
た
に
空
家
を
発
生
さ
せ

な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
改
正
と
当
町
の
取
組
方

針
は
。

町
長　

「
管
理
の
確
保
」

に
つ
い
て
は
、
法
に
定
め

る
「
管
理
不
全
空
家
」
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

た
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
空

家
の
あ
れ
こ
れ
」
に
よ
る

周
知
と
広
報
誌
等
で
空
家

管
理
の
重
要
性
を
啓
発
し

ま
す
。

７
人
の
議
員
が
質
問

※

原
稿
は
質
問
者
が
提
出
し
、
編
集
は

　
広
報
特
別
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

考
え
は
い
か
に

一
般
質
問
と
回
答

一
般
質
問
と
回
答

水谷  正秀 … P.４
　　　◆空家対策の現状と今後の取組について

　　宮本  秀治 … P.５
　　　　　◆補助金について

　　　井上  真理 … P.５ 
　　　　　　◆庁内の再編と人事異動について

　　　　 本田  麻由 … P.６
　　　　　　　　　◆まち、人、企業の活性化に向けた取組みを
　　　　　　　　　◆人事異動について

　仲　 義隆 … P.７
　　　◆中学校の「運動部活動の地域移行」の進捗状況について
　　　◆ダブルケアラーの支援対策について

　　𠮷田　 悠 … P.８
　　　　　◆コンプライアンスとハラスメントの対策について

　　　 水谷  保之 … P.８
　　　　　　　◆カスタマーハラスメントの対応について

６
月
定
例
会
よ
り

一

般

質

問

行

政

報

告

4



井上　真理 議員
いのうえ　　 ま　り

補助金の紹介について補助金の紹介について

補助金について

答　該当する団体へ情報提供していきたいと考えています

サービス向上にどのように貢献しますかサービス向上にどのように貢献しますか

庁内の再編と人事異動について

答　迅速かつ丁寧に対応できる体制を整えました

議
員　

今
後
、
補
助
金
は

更
に
削
減
さ
れ
る
方
向
で

す
か
。

町
長　

今
後
も
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

議
員　

今
回
削
減
さ
れ
た

中
で
、
見
直
し
に
よ
り
削

減
額
が
復
活
す
る
事
案
は

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

復
活
に
あ
た
っ
て

は
財
源
の
確
保
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
財
政
の
改

善
状
況
に
よ
っ
て
は
見
直

し
の
可
能
性
は
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員　

補
助
金
の
削
減
に

よ
り
、
自
治
会
の
負
担
が

増
え
ま
す
が
、
防
犯
灯
の

電
気
代
な
ど
は
、
直
接
町

が
補
助
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

町
長　

従
来
ど
お
り
自
治

区
に
て
ご
負
担
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

町
内
の
自
治
会
や

団
体
向
け
に
、
補
助
金
の

紹
介
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

町
長　

自
治
区
向
け
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
自
治
区

長
会
に
て
紹
介
し
、
各
種

団
体
向
け
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
該
当
す
る
団
体

へ
個
別
に
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員　

組
織
の
再
編
に
よ

る
職
員
の
反
応
や
影
響
は
。

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
組
織

再
編
を
行
い
ま
し
た
。
担

当
業
務
が
変
更
に
な
り
、

職
員
に
負
担
が
か
か
っ
た

点
も
あ
り
ま
す
が
徐
々
に

順
応
し
て
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

組
織
再
編
に
際
し

て
職
員
か
ら
の
声
や
町
民

の
意
見
は
取
り
入
れ
ま
し

た
か
。

町
長　

再
編
前
に
関
係
部

署
の
課
長
と
の
面
談
を
行

い
、
ま
た
今
後
は
課
長
補

佐
級
以
下
の
職
員
と
面
談

を
し
、
意
見
を
聞
か
せ
て

も
ら
う
予
定
で
す
。

議
員　

編
成
替
え
が
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
ど
の
よ
う
に

貢
献
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

町
長　

一
部
業
務
の
集
約

化
が
進
み
、
町
民
の
皆
様

か
ら
の
要
望
等
に
迅
速
か

つ
丁
寧
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

こ
の
改
編
を
評
価

す
る
指
標
や
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。

町
長　

日
常
業
務
の
中
で

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望

に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、

今
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
満
足
度
等
を
お
伺
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮本　秀治 議員
みやもと　  しゅうじ一

般
質
問
と
回
答
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町内企業より協賛を得るための取組みは町内企業より協賛を得るための取組みは

まち、人、企業の活性化に向けた取組みを

答　町内企業を定期的に訪問し、信頼関係を築き、
　　地域貢献として協賛をお願いしてきました

人事異動について

答　男女問わず管理職に登用したいと考えています

女性職員の管理職登用への考えは女性職員の管理職登用への考えは

議
員　

町
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
あ
さ
ひ
園
・
小
中

学
校
の
備
品
な
ど
企
業
へ

協
賛
を
募
る
な
ど
検
討
し

ま
せ
ん
か
。

町
長　

今
後
も
引
き
続
き
、

イ
ベ
ン
ト
や
あ
さ
ひ
園
・

小
中
学
校
へ
の
支
援
と
し

て
民
間
企
業
様
か
ら
の
協

賛
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
協
力
の
お
願
い
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員　

令
和
６
年
４
月
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

奨
励
金
交
付
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
が
、
改
正
内

容
と
そ
の
理
由
を
提
示
く

だ
さ
い
。

教
育
長　

多
様
化
す
る
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
に
よ
り
範

囲
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
奨
励

す
べ
き
大
会
の
み
に
交
付

要
件
を
整
理
し
ま
し
た
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

振
興
が
よ
り
充
実
す
る
よ

う
な
取
組
を
検
討
し
ま
せ

ん
か
。
ま
た
町
内
に
あ
る

企
業
に
も
協
力
を
得
る
よ

う
な
仕
組
み
を
検
討
し
ま

せ
ん
か
。

教
育
長　

各
種
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
活
動
支
援
を
継
続

し
、
公
民
館
活
動
や
企
画

展
の
開
催
な
ど
魅
力
あ
る

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
企
業
等
の
協
力
を
得

る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

人
事
異
動
に
対
し

て
重
き
を
お
い
て
い
る
こ

と
、
方
針
、
時
期
や
年
間

の
回
数
な
ど
町
長
の
見
解

を
提
示
く
だ
さ
い
。

町
長　

職
員
の
在
籍
年
数

と
適
正
能
力
等
を
踏
ま
え

て
３
年
か
ら
５
年
を
目
安

に
実
施
し
、
職
員
の
視
野

拡
大
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

止
す
る
こ
と
が
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
年
１
回
、

年
度
初
め
に
発
令
し
て
い

ま
す
。

議
員　

人
事
評
価
の
反
映

は
。

町
長　

円
滑
な
組
織
運
営

と
適
切
な
人
材
配
置
を
検

討
す
る
た
め
の
重
要
な
デ

ー
タ
と
し
て
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

議
員　

業
務
分
担
の
偏
り

な
ど
、
人
員
配
置
に
問
題

が
あ
る
場
合
の
対
処
は
。

町
長　

各
課
に
お
い
て
業

務
内
容
を
再
点
検
し
、
調

整
が
困
難
な
場
合
に
は
課

の
配
置
職
員
数
の
見
直
し

や
人
事
異
動
に
よ
り
各
課

の
業
務
負
荷
の
均
衡
を
図

っ
て
い
ま
す
。

議
員　

女
性
職
員
の
管
理

職
へ
の
登
用
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

町
長　

業
務
の
適
合
性
・

経
験
・
問
題
解
決
能
力
・

下
位
者
指
導
に
積
極
的
で

あ
る
人
材
で
あ
れ
ば
、
男

女
問
わ
ず
管
理
職
に
登
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本田　麻由 議員
ほん だ　　   ま　ゆ
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子どもたちを柱に、保護者や教員
　　　　　　それぞれの立場に立った地域移行を
子どもたちを柱に、保護者や教員
　　　　　　それぞれの立場に立った地域移行を

中学校の「運動部活動の地域移行」の進捗状況について

答　子どもたちの３年間の中学校生活が無駄にならない部活動をめざします

ダブルケアラーの支援対策について

答　各部署と連携し的確な支援を行います

全住民、誰ひとり取り残さない、行き届いた福祉行政を全住民、誰ひとり取り残さない、行き届いた福祉行政を

議
員　

種
目
別
の
進
捗
状

況
と
そ
の
課
題
は
。

教
育
長　

朝
日
中
学
校
で

は
、
部
活
動
顧
問
か
ら
地

域
の
指
導
者
へ
は
地
域
連

携
で
の
円
滑
な
引
継
ぎ
を

め
ざ
し
て
お
り
、
今
年
度

か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
が
休
日

部
活
動
の
地
域
連
携
を
、

６
月
か
ら
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
が
地
域
連
携

の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
指
導

者
の
確
保
や
報
償
費
等
の

負
担
で
す
。

　

今
後
、
地
域
移
行
が
進

ん
だ
場
合
、
状
況
に
応
じ

た
活
動
費
や
送
迎
な
ど
保

護
者
の
負
担
増
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

議
員　

部
活
動
顧
問
の
種

目
別
時
間
外
労
働
の
状
況

は
。

教
育
長　

平
日
の
部
活
動

に
係
る
時
間
外
労
働
は
、

一
学
期
は
一
日
当
た
り
約

１
時
間
25
分
、
９
月
か
ら

３
月
は
一
日
当
た
り
約
40

分
発
生
し
て
い
ま
す
。

議
員　

顧
問
の
負
担
軽
減

に
向
け
た
複
数
の
配
置
に

つ
い
て
は
。

教
育
長　

現
在
、
卓
球
部

の
み
副
顧
問
が
男
女
の
部

活
を
兼
ね
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
部
活
動
に
複
数
顧

問
の
配
置
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

少
子
高
齢
化
や
晩

婚
化
、
及
び
出
産
年
齢
の

高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、

年
々
増
加
し
続
け
問
題
視

さ
れ
て
き
て
い
る
育
児
と

介
護
を
並
行
し
て
担
う
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
当
町
に

お
け
る
推
計
人
口
は
。

町
長　

本
年
、
４
月
30
日

時
点
に
お
い
て
21
名
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

議
員　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
対
策
と
そ
の
課
題

は
。

町
長　

当
町
の
支
援
体
制

は
、
子
育
て
健
康
課
、
保

険
福
祉
課
、
及
び
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

窓
口
や
、
民
生
児
童
委
員

に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
そ
の
内
容
に
応
じ

て
担
当
部
署
が
連
携
し
て

支
援
し
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
と
い
う
言
葉
の
認

知
度
が
低
い
こ
と
や
、
複

数
の
生
活
課
題
を
持
つ
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
担
当
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
関
係
機
関
が
多

岐
に
わ
た
り
、
そ
の
連
携

が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
と

い
う
言
葉
の
周
知
や
当
事

者
へ
の
情
報
提
供
、
及
び

担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
、
的
確
な
支
援
に

つ
な
げ
ま
す
。

仲　義隆 議員
なか　　よしたか

休日の部活動に係る時間外労働（月平均）
令和４年度
20.3 時間
18.8 時間
17.8 時間
23.0 時間
12.5 時間
20.0 時間
15.1 時間
14.2 時間
1.5 時間
1.9 時間

17.8 時間
18.9 時間
16.8 時間
31.5 時間
16.8 時間
21.4 時間
13.9 時間
16.0 時間
1.3 時間
0.5 時間

野　球　部
サッカー部
陸　上　部
ソフトテニス部
バスケットボール部
バレーボール部
卓　球　部
ブラスバンド部
美　術　部

マルチチャレンジ部

令和５年度
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ハラスメントの防止条例の制定を検討しませんかハラスメントの防止条例の制定を検討しませんか

コンプライアンスとハラスメントの対策について

答　まずは先進自治体の状況把握など調査研究に努めます

水谷　保之 議員
みずたに　　やすゆき

カスタマーハラスメントへの対応について

答　対応方針を統一していくことが重要と考えます

カスタマーハラスメント防止の取組や考え方はカスタマーハラスメント防止の取組や考え方は

𠮷田　悠 議員
よし だ　　  ゆう

議
員　

公
益
通
報
制
度
に

お
け
る
職
員
内
部
や
外
部

労
働
者
か
ら
の
通
報
・
相

談
窓
口
の
設
置
状
況
は
。

町
長　

令
和
４
年
６
月
に

「
朝
日
町
に
お
け
る
外
部

の
労
働
者
等
か
ら
の
通
報

等
へ
の
対
応
手
続
き
に
関

す
る
要
領
」
を
制
定
し
、

総
務
課
に
窓
口
を
置
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
内

部
か
ら
の
通
報
等
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
総
務
課

に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

議
員　

「
朝
日
町
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
委
員
会
」
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組

や
、
防
止
対
策
の
検
討
を

な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

平
成
30
年
４
月
に

策
定
し
た
「
朝
日
町
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る

指
針
」
に
基
づ
き
、
相
談

事
案
の
内
容
や
状
況
な
ど

を
判
断
し
、
必
要
と
認
め

る
時
に
委
員
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
委
員
会
の
開
催

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
安
全
衛
生
委
員
会
で

の
意
見
を
踏
ま
え
、
相
談

員
を
増
員
し
相
談
体
制
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

相
談
が
あ
っ
た
際
は
事
案

内
容
や
、
相
談
者
の
意
向

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

議
員　

ど
の
よ
う
な
状
況

を
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
か
。

町
長　

町
と
か
か
わ
り
の

あ
る
企
業
、
町
民
等
が
町

職
員
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ

や
不
当
又
は
過
剰
な
要
求

を
押
し
付
け
る
こ
と
に
よ

り
業
務
に
支
障
が
出
る
状

況
が
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
あ
た
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員　

職
員
の
名
札
等
の

表
記
を
変
更
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

名
字
の
み
に
し
、

ふ
り
が
な
を
つ
け
る
等
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
表

記
と
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
ま
す
。

議
員　

今
後
の
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
取
組
や
考
え
方
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

町
長　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
今
年
度
も

昨
年
度
同
様
に
不
当
要
求

対
策
に
お
け
る
研
修
等
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
判

断
基
準
を
明
確
に
し
た
上

で
、
町
の
考
え
方
、
対
応

方
針
を
統
一
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
の

で
、
国
や
他
自
治
体
の
動

向
を
踏
ま
え
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
作
成
を
検
討
し

ま
す
。
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※太字の議案は、今回の記事にピックアップしています。

町
長
の
行
政
報
告

能
登
半
島
地
震
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣

町
制
70
周
年
記
念　

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

６月定例会審議結果６月定例会審議結果

　

今
年
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

支
援
と
し
て
２
班
目
は
３
月

26
日
か
ら
４
月
１
日
に
２
名

が
避
難
所
運
営
支
援
に
従
事

し
、
３
班
目
は
５
月
９
日
か

ら
15
日
ま
で
、
４
班
目
は
５

月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
１
名
が
被
害
認
定
調
査

業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
の
被
災
地
支
援

に
は
１
班
目
を
含
め
合
計
４

回
、
５
名
の
職
員
が
応
援
業

務
に
従
事
し
ま
し
た
。
被
災

地
で
の
貴
重
な
経
験
を
当
町

の
災
害
対
応
業
務
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ　

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
！
開
催

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
！
は
11
月
３
日
（
日
）

に
朝
日
町
文
化
祭
と
同
日
に
文

化
祭
会
場
の
町
体
育
館
前
の
駐

車
場
で
行
い
ま
す
。
ふ
わ
ふ
わ

遊
具
や
縁
日
、
特
産
品
ブ
ー
ス
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
全
世
帯
が

気
軽
に
楽
し
め
、
交
流
の
場
と

な
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２
度
目
ス
タ
ー
ト

　

自
治
区
住
民
の
声
を
積
極
的

に
お
聞
き
し
、
意
見
交
換
を
行

う
目
的
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し
て
お
り

ま
し
た
が
昨
年
６
月
に
９
自
治

区
す
べ
て
の
地
区
で
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
か
ら
は
４

地
区
で
２
度
目
の
開
催
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
ご
み
分
別
問
題
や

違
法
ゴ
ミ
の
対
応
な
ど
の
ご
意

見
、
ご
要
望
に
お
け
る
町
の
方

針
や
対
策
方
法
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
町
制
70
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
記
念
式
典
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
町
内
在
住
の
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
絵
画
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
朝
日
町
に
対
す
る
思
い

を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と
「
私

議案番号 結果議　　　　　案　　　　　名

承認

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

専決した朝日町税条例の一部を改正する条例の承認について 

朝日町監査委員の選任について 

朝日町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案 

朝日町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 

朝日町下水道条例の一部を改正する条例案 

令和６年度朝日町一般会計補正予算（第１号） 

令和６年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

令和６年度朝日町下水道事業会計補正予算（第１号） 

防災・減災、国土強靭化対策の拡充を求める意見書 

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

意見書案第1号

監査委員に栗田佳房氏

国に意見書を送りました

朝日町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例案 

の
好
き
な
朝
日
町
」
「
朝
日
町

の
未
来
予
想
図
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
絵
画
を
描
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
絵
画
は
町
の
文

化
祭
で
の
展
示
や
表
彰
を
行
う

予
定
で
す
。
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編
集
後
記

　

七
夕
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
七
夕
と
は
、

織
姫
（
お
り
ひ
め
）
さ
ま
と
彦
星
（
ひ
こ
ぼ

し
）
さ
ま
が
天
の
川
を
渡
っ
て
、
１
年
に
１

度
だ
け
出
会
え
る
７
月
７
日
の
夜
の
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
２
人
は
ひ
と
目
で
恋
に
落
ち
、

結
婚
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
婚
す
る
と

遊
ん
で
ば
か
り
で
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
怒
っ
た
天
帝
は
、
２
人
を
天
の
川

の
両
岸
に
引
き
離
し
ま
し
た
が
、
織
姫
が
泣

い
て
悲
し
ん
だ
た
め
、
年
に
１
度
、
七
夕
の

夜
に
だ
け
会
う
こ
と
を
許
す
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

議
員
と
し
ま
し
て
も
、
一
般
質
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た
。
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さ
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。
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本会議は30人、委員会は10人まで傍聴いただけます。

月
9/2
本会議

本会議

委員会 委員会
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火 水 木 金 土 日

令和５年度の政務活動費の実績報告

行政報告
一般質問
提案説明
質　疑

委員長報告
質　疑
討　論
採　決

総務建設常任委員会

民生教育常任委員会

10

都合により変更になる場合があります。
詳しくは、議会事務局までお問合せください。

議会事務局  TEL 059-377-5656議会事務局  TEL 059-377-5656

令和６年  第3回（９月）定例会の予定　
表紙の写

真より

のご紹介パパママ教室パパママ教室
議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

9時開会

 政務活動費は議員一人毎月１万円支給され、議員活動費用に充てられています。

議員が行う町の事務及び地方行財政に関する調査研究、調査委託に要する経費

議員が行う研修会、講演会等の実施及び団体等が開催する研修会、講演会等への参加に要する経費

議員が行う議会活動及び町政に関する政策等の広報・広聴活動に要する経費

議員が行う要請陳情活動等に要する経費

議員が行う活動に必要な資料を作成するために要する経費

議員が行う活動のために必要な図書、資料等の購入、利用等に要する経費

議員が行う活動に係る事務の遂行に要する経費

一人   120,000円 ／ 年  ×  ９人　　110,000円／ 年  ×  ２人

議員が行う町政に関する住民の要望、意見を聴取するための各種会議に要する経費
及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

支出費目 実績累計 内　　　　　容内 交付対象額

※実績額のうち交付対象にならなかったものは、議員が個人負担をしています。※議員個々の収支報告書は議会事務局で閲覧することができます。

（単位：円）

342,673

23,000

239,032

0

0

0

19,944

152,093

576,090

1,352,832

342,673

23,000

197,980

0

0

0

19,944

140,313

576,090

1,300,000

パパの妊婦体験、赤ちゃんの沐浴デモンス
トレーション、妊娠中や分娩に関するお話
など。妊婦、配偶者など家族の方ならどな
たでも参加いただけます。要予約。詳しく
は、子育て健康課まで。TEL 059-377-5652

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 広 聴 費

要請・陳情等活動費

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

事 務 費

返 還 額

合 　 計


